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高血圧症・狭心症治療薬/持続性 Ca 拮抗薬 

「アムロジンⓇOD錠 2.5mg/5mg」の承認取得について 

 

 

大日本住友製薬株式会社（本社：大阪市、社長：宮武健次郎）は、持続性Ca

拮抗薬「アムロジンⓇOD錠 2.5 ㎎/5 ㎎」（一般名：ベシル酸アムロジピン）に

関し、3月 15 日付で厚生労働省から製造販売承認を取得しましたのでお知らせ

します。 

 

アムロジンⓇ錠は高血圧症・狭心症治療薬で、日本国内では 1993 年に発売し、

確実で持続的な降圧効果と多数のエビデンスを有し、第一選択薬として広く処

方いただいています。 

 

アムロジンⓇOD錠は、現行のアムロジンⓇ錠に当社独自の製剤技術（SUITABⓇ）

を適用した、Ca拮抗薬としては初めての口腔内崩壊錠であり、次のような特長

を有しています。 

 

１． 口腔内で速やかに崩壊し、水と一緒でも水なしでも服用可能な飲みやす

い製剤です。 

２． OD 錠 5mg は既存薬より小型化されました。 

 

アムロジンⓇOD錠は、溶けやすく喉や食道につかえにくいため、嚥下力の低下

している高齢者の方々にも飲みやすい製剤です。 

 

当社は、「アムロジンⓇOD錠 2.5mg/5mg」を薬価収載後に発売する予定です。

既存製剤に加えて、本剤を上市することで、国内の高血圧症・狭心症治療に一

層貢献できることを期待しています。 

 

以上 

 ○本件に関するお問い合わせ先 

   大日本住友製薬㈱ 広報部 TEL  ０６－６２０３－１４０７ 



 

 

（ご参考） 

「アムロジンⓇOD錠 2.5mg/5mg」の概要 

 

【販売名】   アムロジンⓇOD錠 2.5mg・アムロジンⓇOD錠 5mg 

 

【一般名】   ベシル酸アムロジピン 

 

【成分・含量】 アムロジンⓇOD錠 2.5mgは１錠中アムロジピンとして 2.5mgを

含有し、アムロジンⓇOD錠 5mgは１錠中アムロジピンとして 5mg

を含有する。 

 

【効能・効果、用法・用量】 

        高血圧症：通常、成人には、アムロジピンとして 2.5～5mg を

1 日 1 回経口投与する。 

なお、症状により適宜増減する。 

        狭心症 ：通常、成人には、アムロジピンとして 5mg を 1 日

1 回経口投与する。 

なお、症状により適宜増減する。 

 

以上 


